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2004-2006 年に行った野外調査の結果に基づき、
沿岸藻場の水平・垂直的な分布構造の現況把握を行

った。分布構造の指標として出現種数（種多様性の

指標）・被覆度（現存量の指標）・分布下限深度（垂

直分布の指標）に注目し、海からの距離との関係を

評価した結果、海から遠ざかるほど出現種数が減少

し、分布下限が浅くなることが判明した。出現種数

・分布下限深度のいずれもが透明度に応じて変化す

ること、透明度が海からの距離に応じて変化するこ

とから、観察された出現種数・分布下限の空間変異

は、透明度を介した変化であることが示唆された。

一方、被覆度にはそのような傾向は認められなかっ

たことから、海藻の被覆度は透明度のような光環境

以外の影響が重要であることが示唆された。


